
湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

ア
直
近
の
市
民
意
向
調
査
で
、

重
要
度
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
満
足
度
が
低
い
問
題
項
目
と

さ
れ
た
の
が
「
ご
み
と
ま
ち
の

美
化
」「
財
政
・
財
務
」そ
し
て

「
幼
児
教
育
」
で
あ
る
。
幼
児

教
育
の
重
要
性
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
市
は
市

民
満
足
度
の
低
さ
を
何
が
原
因

と
考
え
、
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

イ
市
の
幼
児
教
育
の
認
識
が
幼

稚
園
関
係
の
み
に
留
ま
っ
て
い

る
の
は
問
題
だ
。
勿
論
幼
稚
園

に
対
す
る
支
援
対
応
は
し
っ
か

り
行
う
べ
き
だ
が
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
幼
児
教
育
は
幼
稚

園
だ
け
を
意
味
し
な
い
。
先
進

市
の
研
究
は
し
て
い
る
か
。
ウ

児
童
館
等
で
の
幼
児
教
室
の
開

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
へ

の
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
更
な
る
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
。
ア
新
生
児
聴

覚
検
査
は
、
先
天
性
聴
覚
難
聴

の
早
期
発
見
、
早
期
療
養
の
た

め
、
生
後
50
日
以
内
に
行
う
検

査
で
あ
る
。
現
状
と
今
後
を
問

う
。
イ
新
生
児
聴
覚
検
査
実
施

後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。
ウ
聴

覚
障
が
い
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
は
。

部
長　

ア
平
成
15
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
イ
検
査
結
果
に

よ
り
保
健
師
か
ら
連
絡
を
入
れ

て
フ
ォ
ロ
ー
の
必
要
な
家
庭
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。
ウ
自
立

生
活
支
援
課
窓
口
に
手
話
通
訳

者
を
月
曜
９
時
か
ら
13
時
ま
で

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

全
国
研
究
大
会
で
三
鷹
市
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
」）
か
ら
ス
ク

ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
」
を

聞
い
た
。
当
市
の
取
組
を
問
う
。

ア
研
修
は
し
て
い
る
か
。
イ
推

進
を
担
当
す
る
職
員
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ウ
将
来
は
中
学
校

単
位
で
の
Ｃ
Ｓ
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
、
当
市
は
小
学
校
と

中
学
校
の
学
区
に
ず
れ
が
あ
る
。

学
区
見
直
し
の
進
捗
は
。
エ
子

ど
も
に
と
っ
て
１
年
は
大
き
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

の
議
論
を
急
い
で
ほ
し
い
。
オ

１
校
当
た
り
の
予
算
が
小
平
市

は
45
万
円
、
当
市
は
７
万
８
千

500
円
で
あ
り
、
拡
充
を
求
め
る
。

教
育
長
の
総
括
的
見
解
は
。

及
び
木
曜
13
時
か
ら
17
時
ま
で

配
置
し
、
そ
れ
以
外
は
第
二
庁

舎
１
階
、
２
階
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
に
多
言
語
対
応
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
設
置
し
て
い
る
。

❷
令
和
３
年
10
月
に
公
共
建

築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
た
。
多
摩
産
材
の
利
用
拡

大
に
関
す
る
市
の
考
え
は
。

部
長　

公
共
建
築
物
等
へ
の

導
入
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

が
、
都
の
補
助
事
業
や
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
利
用
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
長　

公
共
施
設
等
の
改
修

等
、
市
民
の
見
え
る
場
所
、
触

れ
る
場
所
へ
の
多
摩
産
材
の
利

用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
口
腔
ケ
ア
施
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

催
は
本
市
で
も
実
現
可
能
で
は

な
い
か
。
公
民
館
で
も
小
学
生

以
上
を
対
象
と
す
る
教
育
事
業

は
あ
る
が
、
幼
児
期
は
切
れ
目

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

部
長　

ア
幼
稚
園
児
の
保
護

者
の
負
担
軽
減
や
、
幼
稚
園
の

空
調
の
整
備
等
を
補
助
す
る
な

ど
環
境
充
実
に
努
め
て
き
た
。

イ
幼
児
教
育
・
保
育
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
児
童
館
に
て
幼
児
教

育
事
業
や
講
演
会
を
実
施
す
る

な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
ウ
現
在

の
児
童
館
の
事
業
で
も
幼
児
教

育
に
通
じ
る
内
容
は
か
な
り
人

気
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
図
書
館
の
お
は
な
し
会

も
未
就
学
児
の
参
加
が
増
え
て

い
る
。
公
民
館
で
の
幼
児
を
対

象
と
し
た
取
組
の
実
施
も
検
討

し
て
い
く
。

部
長　

ア
１
校
で
実
施
し
た
。

校
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
相
談

に
応
じ
、
手
引
の
配
布
や
事
例

紹
介
を
し
て
い
る
。
イ
各
校
の

課
題
に
対
し
て
は
、
指
導
室
と

生
涯
学
習
課
が
支
援
し
て
い
く
。

ウ
提
案
は
有
意
義
だ
が
、
学
区

の
見
直
し
は
早
急
な
対
応
が
難

し
い
が
、
検
討
し
て
い
く
。
エ

文
化
系
部
活
動
も
含
め
、
地
域

人
材
を
活
用
し
た
取
組
を
Ｃ
Ｓ

で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

オ
子
ど
も
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、「
こ
う
あ
る

べ
き
」
で
は
な
く
、「
ど
う
す

る
か
」
を
共
に
考
え
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ス
ク

ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
子
ど
も
の
権
利
の

日
の
制
定
等
を
提
案
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

千
葉
県
で
起
き
た
通
学
路
の

事
故
を
受
け
、
国
は
通
学
路
等

に
お
け
る
安
全
確
保
を
緊
急
対

策
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。

ア
第
四
小
学
校
の
通
学
路
に
つ

い
て
課
題
を
確
認
し
た
い
。
坂

下
の
庚
申
塚
通
り
か
ら
弁
天
橋

へ
抜
け
る
道
に
つ
い
て
、
朝
の

登
校
時
間
帯
に
車
両
通
行
が
あ

り
、
貨
物
車
も
通
る
こ
と
か
ら
、

住
民
よ
り
危
険
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
改
善
し
な
い
か
。
イ

教
育
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
り
、
関
係
各
課
と
連
携
し
て

安
全
対
策
を
進
め
な
い
か
。

部
長　

ア
当
該
道
路
は
、
以

前
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
指
定

を
検
討
し
た
が
、
地
域
住
民
の

全
て
の
方
か
ら
の
了
承
が
必
要

で
あ
り
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

同
校
の
通
学
路
に
は
、
横
断
歩

道
が
無
く
、
車
の
誘
導
を
含
む

見
守
り
が
必
要
な
場
所
が
あ
る
。

こ
う
し
た
所
で
は
資
格
を
持
つ

専
門
誘
導
員
が
い
る
事
業
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
委

員
会
と
と
も
に
検
討
を
進
め
る

に
当
た
り
、
新
た
な
事
業
委
託

も
選
択
の
一
つ
に
な
る
。

教
育
長　

イ
千
葉
県
の
事
故

を
聞
き
、
真
っ
先
に
思
い
出
し

た
の
が
指
摘
さ
れ
た
坂
下
地
域

の
道
路
だ
っ
た
。
当
該
道
路
の

拡
幅
な
ど
、
根
本
的
な
解
決
が

難
し
い
面
も
あ
り
、
今
後
は
ソ

フ
ト
面
、
子
ど
も
の
安
全
を
図

る
た
め
に
、
教
育
委
員
会
と
し

て
各
課
・
各
機
関
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に

考
え
た
取
組
を
推
進
し
た
い
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

気
候
危
機
と
呼
ぶ
べ
き
異
常

気
象
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い

る
。
国
連
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

２
０
１
０
年
比
で
45
％
削
減
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ

を
達
成
で
き
な
い
と
、
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命

前
に
比
し
て
１
・
５
度
ま
で
に

抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
表
明
し
て
い
る
。
大
気
中

の
温
室
効
果
ガ
ス
が
一
定
濃
度

を
超
え
て
し
ま
う
と「
後
戻

り
」
で
き
な
く
な
り
、
悪
化
を

止
め
ら
れ
な
い
と
い
う
破
局
的

な
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
責

任
あ
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

ア
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
、
２

０
３
０
年
に
二
酸
化
炭
素
の
排

古
畑
俊
男

（
元
気
！
小
金
井
）

ア
東
町
五
丁
目
か
ら
南
北
に

通
じ
る
小
金
井
３
・
４
・
11
号

線
道
路
計
画
は
、
現
在
ま
で
東

京
都
の
説
明
に
よ
る
と
一
案
と

し
て
、
野
川
を
跨
ぐ
橋
梁
方
式

で
周
知
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場

合
、
恒
久
的
に
道
路
構
造
物
が

存
在
し
て
し
ま
う
た
め
、
道
路

周
辺
の
自
然
環
境
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
方
々
が
守
っ
て
き

た
広
範
囲
の
動
植
物
生
態
系
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

市
街
化
区
域
に
あ
り
な
が
ら
、

貴
重
な
自
然
環
境
を
有
す
る
小

金
井
市
に
お
い
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
保
全
し
て
い
く
の
か
。

イ
東
京
都
作
成
の
小
金
井
３
・

４
・
11
号
線
概
略
検
討
に
よ
る

と
、
道
路
構
造
案
と
し
て
、
橋

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

女
性
管
理
職
比
率
に
つ
い
て
、

ア
３
年
前
に
も
取
り
上
げ
た
が
、

何
が
変
わ
っ
た
の
か
。
イ
主
任

職
と
係
長
職
の
昇
任
試
験
申
込

率
は
平
成
29
年
度
が
ピ
ー
ク
で

あ
る
。
実
態
調
査
を
提
案
し
た

が
、
な
ぜ
３
年
も
か
か
っ
た
の

か
。
ウ
な
ぜ
女
性
管
理
職
比
率

そ
の
も
の
を
目
標
数
値
設
定
し

な
い
の
か
。
エ
女
性
管
理
職
を

外
部
登
用
し
て
は
ど
う
か
。

部
長　

ア
役
職
別
に
占
め
る

女
性
職
員
の
割
合
は
課
長
職
で

20
％
、
部
長
職
は
０
％
で
あ
り
、

割
合
が
低
い
の
が
現
状
で
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
イ
こ
の
間
、

女
性
職
員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ

リ
ア
研
修
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

実
態
調
査
は
今
年
度
中
実
施
に

梁
、
掘
割
、
ト
ン
ネ
ル
の
３
案

を
示
し
て
い
る
が
、
近
隣
の
高

圧
線
鉄
塔
の
位
置
状
況
か
ら
考

え
る
と
橋
梁
案
は
難
し
い
。
ま

た
隣
接
す
る
二
枚
橋
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
使
え
な
く
な
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
市
民
の
道
路
建
設

に
係
る
合
意
形
成
を
図
る
べ
き
。

部
長　

ア
ク
リ
ー
ン
野
川
作

戦
な
ど
に
お
い
て
、
生
物
多
様

性
の
認
知
を
図
る
取
組
や
市
全

域
の
自
然
環
境
を
調
査
し
、
生

態
系
の
構
造
や
機
能
を
把
握
し
、

市
民
へ
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

イ
小
金
井
３
・
４
・

11
号
線
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
３
つ
の
道
路
構
造
案
に

つ
い
て
は
、
議
員
の
見
解
を
聞

い
た
。
今
後
と
も
東
京
都
の
動

向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
応
す
る
。

向
け
準
備
中
で
あ
る
。
ウ
管
理

職
比
率
を
上
げ
る
た
め
に
昇
任

の
対
象
と
な
る
係
長
職
、
そ
の

１
つ
下
の
主
任
職
を
増
や
す
必

要
が
あ
り
、
そ
の
昇
任
試
験
の

申
込
率
が
低
い
こ
と
が
一
番
の

課
題
で
あ
る
。
エ
外
部
登
用
の

趣
旨
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
課
題
解
決
へ
の
対
応
が
目

的
で
あ
り
、
総
合
的
に
判
断
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

出
量
を
２
０
１
０
年
比
で
50
％

か
ら
60
％
ま
で
削
減
す
る
こ
と

を
目
指
す
と
掲
げ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
イ
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
の
削
減
目
標
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３

年
度
比
26
％
削
減
と
低
い
が
、

２
０
１
０
年
比
で
50
％
か
ら
60

％
ま
で
削
減
す
る
と
い
う
目
標

に
、
ま
た
同
時
に
２
０
５
０
年

に
実
質
ゼ
ロ
と
い
う
目
標
に
改

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
掲
げ
て
い
な
い
。

イ
２
０
２
３
年
以
降
に
検
討
を

行
え
れ
ば
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
等
普
及
促
進
補
助
の

拡
充
や
、
公
共
施
設
で
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
普
及
な
ど
省
エ
ネ

の
更
な
る
取
組
を
求
め
ま
し
た
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
図
書
館
に
対
す
る
市
民
の

期
待
は
大
き
い
。
ア
多
く
の
方

に
触
れ
て
頂
け
る
よ
う
図
書
の

貸
出
期
間
、
貸
出
冊
数
に
つ
い

て
他
市
に
倣
っ
て
見
直
さ
な
い

か
。
イ
市
所
蔵
以
外
の
本
の
オ

ン
ラ
イ
ン
予
約
を
行
わ
な
い
か
。

ウ
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

も
読
書
が
出
来
る
よ
う
全
小
中

学
生
に
こ
が
ね
い
電
子
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
を
配
布
し
な
い
か
。

エ
公
立
小
中
学
校
の
図
書
館
を

一
般
に
開
放
し
な
い
か
。

部
長　

ア
シ
ス
テ
ム
更
新
時

に
検
討
す
る
。
イ
電
話
予
約
が

可
能
な
こ
と
を
周
知
す
る
。
ウ

児
童
書
の
コ
ン
テ
ン
ツ
数
が
少

な
い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

読
書
の
幅
が
広
が
る
期
待
も
で

き
る
が
、
健
康
へ
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。
エ
学
校
と
地
域
の

接
点
が
増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
充
実
も
期
待
さ
れ

る
が
、
管
理
上
の
課
題
が
生
じ
、

実
行
す
る
際
に
は
課
題
の
洗
い

出
し
が
必
要
と
な
る
。

❷
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
。

ア
高
架
下
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

を
整
備
し
な
い
か
。
イ
部
活
を

含
め
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り

方
や
、
中
心
と
な
る
組
織
の
構

築
に
つ
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進

協
議
会
で
検
討
い
た
だ
く
べ
き
。

部
長　

ア
市
内
の
高
架
下
は

大
変
に
狭
く
、
不
向
き
で
あ
る
。

教
育
長　

イ
そ
の
と
お
り
。

■
そ
の
他
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
負
担
軽
減
に
よ
る
充
足

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
々

へ
の
更
な
る
支
援
を

幼
児
教
育
の
推
進
を

通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

で
部
活
動
等
の
議
論
を

野
川
周
辺
の
自
然
と
都
の

道
路
構
造
検
討
に
つ
い
て

市
の
意
思
決
定
や
議
論
の

場
は
男
女
比
率
50
対
50
に

気
候
危
機
に
対
す
る

責
任
あ
る
取
組
を

市役所管理職女性職員比率、審議会委
員、女性議員比率の現状（本人作成）

本
に
親
し
め
る
ま
ち
に
／

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
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